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１　現状と課題

２　事業目的

３　事業目的を達成するための取組

４　成果指標 （推移の凡例　↗：改善　↘：悪化　→：変化なし　―：数値なし）

５　本事業が貢献する総合５か年計画の施策分野と達成目標

６　事業コスト （単位：千円、人）

件信州SDGsアワード応募件数 ―63 27―

直近の実績であるR3年度の63件（初開催）から、アワード制度

の認知度向上等も踏まえ、応募件数約２割の増加を目標として

設定

② 未達成80↘

達成目標

（★印が付いているものは主要目標） 年 数値
単位

目標

年 数値年 数値

直近３か年の状況

年 数値

事　業　名 総合計画等推進費
部局 企画振興部 課・室 総合政策課

実施期間 不明 ～

達成

状況
目標値設定理由

R5年度

実績 推移
単位

R3年度 R4年度
No. 指標名

実績 実績 推移

R5年度

目標値

移住・交流・多様なかかわりの展開

若者の結婚・出産・子育ての希望実現

No.

3-1⑤

4-1①

施策分野（施策の総合的展開名）

事業番号 02 01 01 事業改善シート（令和５年度実施事業分） □当初要求　□当初予算案 　□補正予算案　■点検

・R4年度が最終年度であるしあわせ信州創造プラン2.0の重点目標の中には進捗が十分でないものがある上、新型コロナウイルス感染

症や人口減少など本県は様々な課題に直面している。また、2030年のSDGs達成は、待ったなしで取り組むべき課題。こうした中、R5

～R9年度を期間とする総合５か年計画（しあわせ信州創造プラン3.0）を策定した。

・しあわせ信州創造プラン2.0の最終年度(R4年度)の政策評価等を通じ、しあわせ信州創造プラン3.0を着実に推進する。

・計画のめざす方向性を県民と共有し、県民との共創・協働による県政の推進を図る。

①総合計画審議会の開催、しあわせ信州創造プラン3.0の推進

pref.nagano.lg.jpseisaku

・しあわせ信州創造プラン2.0の最終年度の政策評価で明らかになった課題をしあわせ信州創造プラン3.0でも引き続き取り組む。

・結婚・出産・子育て支援や、女性や若者を中心としたUターンや移住促進などの施策を検討するため、少子化・人口減少対策戦略

検討会議を開催する。

・しあわせ信州創造プラン3.0の広報活動により県民の認知度・理解度を高めるとともに、取組に賛同いただける県民や団体等との共創

のきっかけを作る。

②信州SDGsの推進

・SDGsの普及啓発のため、県内で行われているSDGs達成に向けた事例を発掘し、優良事例として表彰する。

・ポータルサイトやSNS等を介し、SDGsの「学び・交流・実践」を促し、個人から団体まで多様なステークホルダーが取組を実践することを

目指す。また、出前講座により引き続きSDGsの認知度向上と理解促進に努める。

E-mail

0 16,094 △ 3,993 12,101 12,101 10,621

6.0

R4年度 0 19,764 △ 8,055 11,709 11,709 11,508 6.0

R3年度 0 26,367 0 26,367 26,307 20,565

6.0R5年度

区分
予算額

決算額 職員数
前年度繰越 当初予算 補正予算等

合計

（予算現額） うち一般財源



７　主な取組実績と成果

８　成果指標の達成状況に関する要因分析

９　今後の事業の方向性

01 事業改善シート（令和５年度実施事業分） □当初要求　□当初予算案 　□補正予算案　■点検

事　業　名 総合計画等推進費 部局

①総合計画審議会の開催、しあわせ信州創造プラン3.0の推進

・しあわせ信州創造プラン2.0の最終年度の政策評価として総合計画審議会を開催

・県民の希望をかなえる少子化対策及び今後の人口減少を前提とした社会づくりを検討

　するために少子化・人口減少対策戦略検討会議を令和5年　8月、11月、1月に開催

　令和6年2月、長野県少子化・人口減少対策戦略方針(案)を公表

・総合５か年計画(しあわせ信州創造プラン3.0)を多くの県民にわかりやすく伝えるため

　のポータルサイトを開設したほか、広報誌等を利用し、普及を行った。

②信州SDGsの推進

企画振興部 課・室 総合政策課

・県内でのSDGsの実践の継続と取組の更なる普及・拡大を目指し、「信州SDGsアワード2023」を開催

・小・中・高校生部門、企業・団体等部門で募集を行い、計27件の応募があり、受賞者数９件(うち中学生の部３件、高校生の部1

件、大学生の部１件、企業・団体の部４件)となった。

・SNSの発信等や出前講座を実施し、SDGｓの普及や県民のSDGｓ達成に向けた実践活動

を促進した。

事業番号 02 01

指標② 信州SDGsアワード応募件数 R4年度推移 ― R5年度推移 ↘ 達成状況 未達成

・新型コロナウイルス感染拡大のため2年ぶりの開催。初めてリアルで実施することができたが、前回の応募件数を上回ることができなかっ

た。

(1) 上記７、８及び県民の意見等を踏まえた課題

・これまでの取組により、SDGsの県民認知度は、63.5％（長野県世論調査協会「環境と暮らし2023」)と上昇としており、また、日経

BP総合研究所が実施した都道府県「SDGs認知度」ランキング＜2023＞では、長野県が施策認知度ランキング第１位となっているこ

とから、今後も更にSDGsの普及や実践活動の拡大を図っていく。

(2) 事業改善の方策

・SDGsアワード等の開催や、県政出前講座等での発信によりSDGsの取組の更なる普及・啓発を図る。

・総合計画の進捗状況について審議するため、総合計画審議会を開催するほか、有識者意見聴取や先進事例の視察等を実施。

ポータルサイト



3

4 信州SDGsの推進

直接 ・信州SDGsアワード2023を開催

・ポータルサイトの運営、SNSの発信等を実施委託

・アワード応募件数27件・Instagramを年40回投稿

少子化・人口減少対策戦略検討会

議の開催

・しあわせ信州創造プラン3.0ポータルサイトの開設

・プラン3.0広域説明会、大学等での講演等

・講演等の参加者人数約3,000人

直接

委託

計画行政費

No.

1

次期総合５か年計画の広報及び施

策の推進

実施方法

直接

部局 企画振興部 課・室 総合政策課

令和５年度実施内容（実績）（上段：事業概要、下段：活動によるアウトプット）

しあわせ信州創造プラン2.0の政策評価について審議するため開催

・総合計画審議会を1回開催

事　業　名 総合計画等推進費

事業番号 02 01 01 細事業一覧（令和５年度実施事業分）

・県、市町村、経済団体を構成員として、意見交換や有識者等による講演を実施

・会議の検討結果などを踏まえ、長野県少子化・人口減少対策戦略方針(案)を公

表

・会議を3回開催

直接

R3年度

決算額

10,62111,50820,565

千円千円千円

細事業を構成する主な取組

総合計画審議会の開催

□当初要求　□当初予算案 　□補正予算案　■点検

2

1

細事業

No.

R5年度

決算額

R4年度

決算額
細事業名


